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みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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9.1 武田良介新参議院議員

立科町にご挨拶
7月の参議院選挙で比例で当選させていた

だいた武田良介新参議院議員は、県下の市
町村を巡り、新任のご挨拶をしています。9
月1日には佐久地域に入り、南佐久郡、佐久
市、立科町、小諸市とご挨拶に回りました。
急な申し出に対し、立科町は山浦副町長

が対応。武田良介議員は『お忙しいところ
お時間を割いていただきありがとうござい
ます。」とご挨拶。副町長は「町が元気に
なるように、それぞれのお立場でがんばっ
ていただきたいと思います。またよろしく
お願いいたします」と応じました。
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梓川沿い、松
本市島立地域の
田んぼに稲を
使った見事な絵
が。「風さや
か」という長野
県のオリジナル
米を背景に、7
種類の色の違う
稲を使って描か
れています。

風が吹くと鏡獅子が頭を振っていたり、桃太郎が笑っていたり
と表情を変えます。
これからは実りの秋。穂が出てきて、また違った表情が見られ

ます。父は10月で91才、母は11月で88才。「月に一度は顔を見せ
てくれや」との電話で、波田町に通っています。通りかかるたび
に「田んぼアート」の看板が気になっていましたが、ぐずぐずし
ていると刈られてしまうと思い、思い切って立ち寄りました。
設計技師が田んぼに目印をつけ、それに従って田植えをすると

のこと。絵柄部分のお米はあまり食用には向かないが、背景の
「風さやか」は美味しく食べられるとのことです。
仲間9人で始めたそうです。松本インター近くで、旗が林立して

いるので、すぐにわかります。壮大なアートです。この日も夕方
でしたが、次々と車が止まりお客さんが絶えませんでした。町お
こしに一役買っています。素晴らしい労作です。

輪郭・着物の柄、「日本一」の
文字は「紫大黒」、雲・桃の実
は「黄大黒」桃の葉の部分は
「緑大黒」、桃の実は「紅あそ
び」顔や肌の部分は「ゆきあそ
び」着物の柄や桃太郎のリボン
は「あかねあそび」。畦際は
「西海観」、すべて天然の色で
す。



オスプレイ配備撤回の大運動を！
学習会に会場いっぱいの110人。8.27

平成30年度末から順次横田基地に10機配備
予定のＣＶ22オスプレイ。
ここ佐久地域も飛行訓練空域（ホテル空域）
となっています。
オスプレイはヘリモードから飛行モードに

切り替わるときが最も不安定。エンジンが

止まっても自動的に降りられるオートローテーション機能がないなど、構造的欠陥を持ってい
ます。また強烈な下降気流により巻き上げられた砂塵がエンジンに入ってそれが墜落の原因に
もなっているとのこと。そのため事故率が異常に高く『未亡人製造機』との異名をとっていま
す。またエンジンから噴出される熱により、草地が焦げるほど。
大変な欠陥期の為、オスプレイの導入を断念した国が多い中、日本では17機、300億円で導

入予定。佐久上空や首都圏の空が米軍の特殊部隊の訓練場にされる危険が指摘されました。
立科町議会では、オスプレイの飛行訓練を中止する旨の意見書が挙がっていますが、この危

険性をもっと知らせて、配備反対の運動を強めなければと思いました。
また各種団体や横田基地周辺・沖縄などとも連帯して、配備反対の運動を強めようと提起さ

れました。この講演の様子がＤＶＤになります。ぜひ皆さん、見てください。

共産党の基地対策委員会責任
者の小泉親司（ちかし）氏

◆立科町分館対抗バレーボール大会◆、
優勝は茂田井地区、2位は山部。
男子のソフトボールは昨年に続き中止。応援に回ってい

ました。女子のバレーボールは熱戦が繰り広げられ、応援
にも熱が入りました。

選手のみなさん、お疲れ様でした。

落語会 in津金寺

恒例の落語会が行われ、会場いっぱいの参加者で
あふれました。開口一番は立科町の誇る落語家「水
道屋 関ちゃん」落語の定番、「寿限無」を表情
たっぷりに演じました。踊りあり、俗曲あり、昔な
がらの独楽回しにやんやの喝采、大トリは関ちゃん
の後輩という桂小文治師匠、会場を笑いの渦に巻き
込みました。立科で落語が聴けるなんて、感激です。

「私は写真に撮って
もいいけれど…。」

◆蓼科高校 ポプラ祭◇

「再発見！自然と文化~来て、見て、感じる．蓼高ワールド～」の
テーマでの文化祭が8月27－28日とあり見に行きました。高校生らし
いアートやペットボトルの圧縮空気を活用してのロケット、夜光塗
料を使った星座の展示、廃品活用のゲームなど高校生のアイデアが
あちこちで見受けられました。
若い感性はスバラシイ。来年も楽しみにしています。

風船のディスプレイ


	スライド 1
	スライド 2

